　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和8年1月15日（木）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：熊谷　舞華
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	鳥谷部
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	熊谷
	田浦

	休
	深
	　休
	外来
	年
	〇
	　深
	準
	〇
	　〇

	木村
(直)
	荒谷
	一戸
	橘
	大久保
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺
	織田
	荒木田

	　休
	休
	　〇
	準
	休
	休
	　準
	　深
	〇
	休

	久保
	ラダ
	エカ
	細海
	上野(由)
	
	
	
	
	

	休
	遅Ｂ
	休
	　〇
	業務
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・栄養より
　年明けから、籔真弓様の主菜に異物混入（髪の毛）の訴えが続いています。混入経路を明確にするためにも、配膳時に本人と一緒に異物混入がないか確認するようにしてください。喫食前に異物混入があった場合には委託業者（三八五フーズ）に報告し、交換依頼してください。喫食後に異物混入を訴えてきた場合には、電子カルテにその旨を記載するようお願いいたします。

＜入室状況＞
【転出】
・奥　孝子様～東病棟Dユニット→北病棟303号室

【入院】
尾下　登美男様～東病棟Cユニット5号室

＜患者様連絡事項＞
・大崎　綾子様～南病棟でインフルエンザ感染者がいる為、転出は一時見送り。

・長浜　厚子様～3日間は水分にとろみ（服用時も）、ミキサー食となる。

・宮野 理恵様～CK高値な事情報提供し経過観察指示あり。

・針田　秀明様～本日より当院処方切り替えでジャヌビア処方となる。

・磯島　茜様～本日の開放観察で問題なければ明日8:00～16:00での開放観察指示あり。

・岩舘　俊治様～西病棟転出可。許可あるがトラブルないよう十分注意していくようにとの事。

・川村　亨様～土井Drより皮膚科診察あり。テラマイシン+ガーゼ保護となる。

・田中　倖太様～1/27 盛岡のGH見学の為外出予定。申請済み。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放時大声、奇声ユニット内壁を叩いて走り回る行為あり、早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。粗暴行為なく穏やか、対面時の礼節も保たれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。不穏さや危険行動なく、拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなく静穏に経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～終日隔離中。本日午前午後2時間ずつの開放指示あり開放中興奮トラブルなく経過引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～拘束部位皮膚・循環障害なし。拘束すり抜けや危険行動なく臥床し経過。本日主治医診察にて明らかな幻覚妄想消失、身体拘束に至った経緯についても振り返り行うことが出来ており上記時刻にて身体拘束解除となる。

・長浜　厚子様～身体拘束中。昼食後、自己誘発嘔吐あり。悲観的言動、操作的な言動は続いている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察＞
・三浦　華菜様～診察の結果明らかな幻覚妄想消失、身体拘束に至った経緯についても振り返り行うことが出来ており上記時刻にて身体拘束解除となる。またバルプロ酸シロップ剤9ｍｌ→12ｍｌへ増量となる。

・福村　秀吉様～躁状態再燃等の症状の出現なし、ロドピン中止となる。Bユニットへの移動、または西病棟への転出可となる。

・川村　亨様～最近の本人の状態お伝えしロナセンテープ追加処方となる。また本人より経口摂取したいと訴えあり、観点やゼリー等摂取させ嚥下評価行いムセ等確認し食事検討していくとの事。

・田村　洋子様～睡眠は安定し希死念慮も否定されている、処方変更なし。今後自宅退院へ向け外出泊訓練を家族様と話しあい勧めていくように指示あり。

・梅田　とよ子様～診察時幻聴に関する訴え聞かれる。リボトリール（0.5）1T×朝昼へ増量、ラツーダ（20）2T×夕追加処方となる。青山荘体験利用すすめていくように指示あり。　

他患者様の指示・処方変更なし。

＜田名部Dr診察＞
[bookmark: _GoBack]・田中　倖太様～食事変更の指示あり
所食　パンから米飯へ
嘘、迷惑行為などしないよう指導を受ける

他患者様の指示・処方変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年1月15日　11:30
　氏　　名：尾下　登美雄（おした　とみお）様　
　生年月日：昭和23年7月10日(77)
　病　　名：認知症
　合併症　：左脳梗塞、糖尿病、尿路感染症
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr.　サポート医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　住所は三戸町だが八戸市の一軒家に居住。清掃業の会長の座に
　現在も就いている。元々口調が荒く人を否定する、意にそぐわ
　ないことがあれば声高になる、人に物を投げつける等の粗暴性
　があった。高齢になってからは、会話する相手の「イントネー
　ションが違う」といった些細なことでも怒るようになった。令
　和6年頃には軽度の物忘れがみられていた。令和7年には自身で
　運転して銭湯に行き、同居人へ「お金を忘れた」と連絡をした。
　同居人が届けに行ったところ車内は無人であったがエンジンは
　かけたまま窓は開け放たれ、本人は無賃の状態で既に入浴して
　いるといったことがあった。令和7年10月3日、脳梗塞発症し八
　戸市立市民病院へ入院。同月28日にリハビリテーションのため
　メディカルコート八戸西病院へ転院となるが、妄想や認知機能
　低下が進行しており、同居人が面会に行ったところ「設備屋が
　きて物を持って行った」「弟が来て泊って行った」等と話し、
　リモコンを壁に向かって押し、「104(電話番号案内サービス)に
　電話する」という発言も聞かれていた。失禁や放尿も目立つよう
　になっており、更に夜間に大声を出す事や、自分の気に入らない
　ことがあると易怒的になり怒鳴り散らすといったことが続いてい
　る。施設入所に向け精神科での治療希望あり、令和8年1月15日 
　東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

